
  2002 31  

 5 
 

NPO釜ヶ崎 
  557-0004 1-5-4 

06(6630)6060   E-mail: npokama@npokama.org   http://www.npokama.org 

 

 

 

 

mailto:npokama@npokama.org


  2002 31  

 2 

 

 

1970 1971

2001

12 25 2002 11 18

32 32

 

70

 

「野垂れ死にを許すな」をスローガ

ンに― 12 19

 

 

12 25

 

臨時宿泊所 

:

12

29 2,800

2,256 2,217

130 158  

･

 

布団敷き 



  2002 31  

 3 

30 80

 

炊き出し 12 29 1

20 30

31

 

越冬まつり 31

31

 

人民パトロール 29

100

 

コラム ～支援の目から①～ 

炊き出しをやっていた時のこと。ご飯が一杯盛られた丼と箸を手にしたおっちゃん

が、そばにいた私の前で大粒の涙をこぼしはじめた。「ありがとう。これで、もう、い

つ死んでもええ。ありがとう。ありがとう」と言いながら…。私は「しっかり食べて、

温まってな」と言いながら、おっちゃんと一緒に、ぼろぼろ泣いた。今、目の前にこ

うしている彼の人生を図り知ることはとてもできない。けれど、ここにある彼の存在

を、全身全霊を、ありのまま受けとめたい。それしかできない。おっちゃんのことは、

一生忘れない。私のほうが、言い尽くせないほどのありがとう、だ。 
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医療パトロール 10

 

 

 

 

 

   

コラム ～支援の目から②～ 

とても冷え込んだある晩、医療パトロールをしていると、労働者が路上のダンボー

ルの寝床の中で冷たくなり、息絶えていた。彼の最期を悼んで、パトロールの仲間た

ちで黙祷し、そしてみんなで泣いた。 

パトロールのリーダーが言っていた。「私たちは、こぼれ落ちる命を救うことはでき

ない。救えないけれど、寄り添うことならできる。彼らと寄り添い、そして彼らから

パワーをいっぱいもらっている」と。こぼれ落ちた彼らの命を、私たちは見守る。そ

して、彼らの最期を、私たちは忘れない。 
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西 成 公 園 に 仮 設 一 時 避 難 所 開 所  

コラム 越冬闘争とは 

越冬闘争とは、冬との闘いである。冬にたち現れる無慈悲な〈権力〉との闘いであ

る。この闘いのなかで、労働者は、先立つ死者に出会う。死者をとおして〈ナカマ〉

に出会う。『いつも』の釜ヶ崎から越冬闘争の『ただならぬ』釜ヶ崎への展開のなかで、

釜ヶ崎の意味と社会が、劇的に逆転される。 

越冬闘争の主役は、死者である。ついで、野宿者である。野宿者は、死者に接する。

涙。そして飛翔。生か死か。一歩も後へは引けない。不安と自信。絶望と希望。そし

て祈りと闘い。越冬闘争は、釜ヶ崎労働者の決定である。力である。文化である。 

（青木秀男「生者と死者の対話」、日本解放社会学会編『解放社会学研究２』より） 
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③再びＭさんのこと 

福祉相談部門から ～NPO事務所に訪れる２人～ 
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④さらにＭさんのこと 

 

 

⑤もう1回、Ｆさんのこと 
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⑥さらにさらにＭさんのこと 

「懐かしい映画を楽しむ会」 

1    

「男はつらいよ！ 寅次郎 忘れな草」 
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新しい取り組みー技能講習の始まり 

 釜ヶ崎支援機構は、大阪市から委託を受け、当面、3ヶ所の各自立支援センターや

２ヶ所の公園内避難所の入所者を対象に、就職情報の提供や技能講習、そして、企

業に働きかけての求人崎開拓などを行うことになりました。 

 このようなことを開始するのに相応しいスタッフがいるというわけではないので

すが、「出口問題」解決の一助になればと、取り組むことにしたものです。ありがた

いことに、各方面の方から、技能講習の講師についてご協力をいただける目処もた

ち、何とか講習は「形」になりそうです。難点は、「予算不足」。奨学金どころか交

通費も出すことができません。参加希望者が続くかどうか。また、講習後の職探し

が具体的に実るかどうか。入所者は常に｢せかされて｣いますからペースがあうか？ 

 

 

60

 

 

 

日曜日のボランティア

大募集！ 

Ｍさん（62 才）・Ｆさん（66 才）と

日曜日を過ごしませんか。 

 

･･･  

  

06 6630 6061 
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 釜ヶ崎支援機構には、しばしば日本

各地から、時には海外から、現地視察

や学習等の目的で人々が訪ねてこられ

る。あいりん総合センターや三角公園、

あいりん臨時緊急夜間避難所、特別清

掃事業詰所等を案内して、釜ヶ崎の街

歩きのお手伝いをすることも多い。 

昨年11月には、栃木県那須郡西那須

野町の専門学校アジア学院のアジアや

アフリカからの研修生の方約 20 名が

訪問された。彼・彼女らは、話を真剣

に、そして熱心に聞き、各人が何かを

感じ取って帰っていかれたようだった。

そして後日、「訪問で学んだことは一

人一人にとって貴重なものとなった」

という礼状を頂いた。 

また、同じころ、三重県阿山郡伊賀

町の拓殖中学校から、２年生の生徒さ

ん８人が釜ヶ崎を訪れられた。 

彼らもまた、釜ヶ崎での出会いの中

から多くのことを学びとったようで、

11 月 17、18 日の学校の文化祭で、学

習したことについての掲示や舞台発表

をしたそうだ。後日、頂いた生徒さん

全員からの礼状に、次のような感想が

書かれていた。 

「野宿生活者の現状が分かり、社会

勉強になった。」 

「こんなにいっぱいホームレスがい

たなんて…とびっくりしました。」 

「初めて西成を訪れて、あんなにも

多くのホームレスを見ました。難波や

梅田などと空気が違い、戸惑いました。

『大好きな大阪にもこんな地区あるん

や』と思いました。これまで野宿者問

題をこんなに真剣に考えたことはあり

ませんでした。これから自分たちが取

り組むことを見つけていきたいと思い

ます。」 

まだ釜ヶ崎の街を歩いたことのない

人や、何となく「怖い」というイメー

ジがあって近寄ったことのない人、一

人でも多くの人に釜ヶ崎を訪れて欲し

い。そして、街の姿を見て、現状を知

り、いっぱい感じて欲しいと思う。そ

こから得られること、学ぶべきことは、

お金では買えないとても大きなもので

あると思う。 
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11月 23日 日英シンポジウム

（報告） 

釜ヶ崎の街を訪れる人々 
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夜間宿所アンケート報告―２００２年２月１２日実施 

 夜間宿所で久しぶりにアンケート調査を実施。当日、整理券発行枚数６０

０枚、午後９時現在利用者数579名で、回答数は247名（回答率42.7%）であ

った。平均年齢55.6歳（2001年３月56.4歳、2000年5月55.2歳）。 

 釜ヶ崎にきて1年足らずの人が8.5％となっている。3年未満では21.1％だ。

釜ヶ崎への新規参入は相変わらず止まっていない。最も占める割合の高い３

－７年（17％）は、釜ヶ崎で仕事が若干回復した、阪神淡路震災後の時期。2

位の10－15年（16.2%）は「バブル」末期。 

 在釜と野宿期間一致している（釜ヶ崎に来てすぐ野宿）が7年未満で42名

（19.5%）。1年未満は 14 名、不況厳しい釜ヶ崎に、まだまぎれる余地を求め

て移住してくる傾向が止まっていないことを示している。在釜より野宿期間

が長い人が 3 名確認されたことがそのことを如実に示しているように思われ

る。直前職として建設土木以外の職種・産業が増える傾向を示している。 
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12月 16日 会員の集い（報告） 



 
釜ヶ崎支援機構 会報６号  ２００２年１月３１日 
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特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構 会報 ９号 2002 年１月 31 日 

〒557-0004 大阪市西成区萩之茶屋 1‐5‐4 

   電話 06(6630)6060 FAX06(6630)9777 

会費・寄付の振込口座:郵便振替:00900-1-147702 釜ヶ崎支援機構 

福祉部門への振込口座:UFJ 銀行萩之茶屋支店（普）1114951 釜ヶ崎支援

機構 

釜ヶ崎支援機構が関わる仕

事が幾つか増えました。 

ひとつは長居公園内の臨時

仮設避難所と同じものが西成

公園にでき、長居公園と同じ

ようにスタッフを派遣してい

ます。いまひとつは、技能講

習です。課題満載で出だしも

滑らかではありませんが、な

んとか収入につながる「職」

に結びつくよう、参加者と共

に頑張りたいと思っていま

す。そんな近況報告を・・。 

夜間宿所で死亡事故 
 あいりん臨時緊急夜間避難所で初めての死亡事故がありました。1月 30

日のことです。 

 6 時の開門直後、3号棟東端の階段の下で一人倒れているという連絡が

あり、確認すると同時に「119 番」に救急車の出動を要請。救急隊員は呼

吸が止まっている、と言い、救急車でとりあえず呼吸の回復を図る措置を

とった。その後、杏林病院に搬送。 

 死亡事故の可能性が強いと考えられたので、西成署に届け出た。救急車

からも事故報告があったようで、直後に、現場検証が行われた。 

 その後明らかになったところによれば、鶏の肉をのどに詰め、呼吸困難

となって階段の中ほどから下まで転落したもののようだ。 

 年齢・氏名は不明のままだが釜ヶ崎では入れ歯を入れられない人が多

く、空腹とたんぱく質の補給を考えて、口の中に入れたものが喉に詰まっ

たと想像される。釜ヶ崎の仲間に入れ歯が容易に入れられる環境を。 


